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平
成
23
年
度　

決
算
の
審
査

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
、
原
案
通
り
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
認
定

財
政
健
全
化
へ
の
効
果
現
れ
る

平成23年度
財
政
状
況
は
、
実
質
公

債
費
比
率
９
・
１
％

（
前
年
度
12
・
８
％
）・
経
常

収
支
比
率
73
・
４
％
（
前
年

度
75
・
４
％
）
で
あ
り
、
弾

力
性
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
比
率
は
い
ず
れ
も

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
弾
力
性
の
あ
る
財
政

構
造
の
確
立
と
健
全
化
に
向

け
て
、
さ
ら
に
最
善
の
努
力

を
望
む
も
の
で
す
。

　

町
税
を
は
じ
め
と
す
る
自

主
財
源
の
確
保
は
、
弾
力
的

な
町
政
の
推
進
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
で
す
。
当
年
度
の

自
主
財
源
は
13
億
８
９
１
万

円
で
、
歳
入
全
体
に
占
め
る

自
主
財
源
の
割
合
は
16
・
４

％
と
な
り
、
前
年
よ
り
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま

す
。
徴
収
率
は
税
目
ご
と
に

バ
ラ
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、

前
年
度
に
比
べ
て
全
て
の
税

目
で
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

税
の
徴
収
率
は
、
各
課
と
の

連
携
や
徳
島
滞
納
整
理
機
構

へ
の
参
画
に
よ
っ
て
、
一
定

の
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
一

般
会
計
歳
入
金
の
徴
収
率
は

２
・
85
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の

88
・
32
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
の
劇
的
な
税

収
の
ア
ッ
プ
は
望
め
な
く
、

さ
ら
に
効
率
的
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
中

長
期
的
に
は
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
幅
広
い
財
源
の
確
保

に
努
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

☆
経
常
収
支
比
率

　

人
件
費
や
借
金
返
済
、

扶
助
費
と
い
っ
た
必
ず
必

要
な
「
固
定
費
」
の
割
合
。

数
値
が
低
い
ほ
ど
余
裕
が

あ
り
、
独
自
の
政
策
の
た

め
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
。

☆
実
質
公
債
費
比
率

　

町
の
収
支
に
対
す
る
借
金
返
済
額
の
割
合
を
示
す
。

通
常
、
３
年
間
の
平
均
値
を
使
用
。
18
％
以
上
だ
と
、

新
た
な
借
入
を
す
る
た
め
に
国
や
都
道
府
県
の
許
可
が

必
要
。
25
％
以
上
だ
と
借
入
を
制
限
さ
れ
る
。

　

数
値
が
高
い
ほ
ど
、
返
済
の
負
担
が
重
い
こ
と
を
示

す
。

平成23年度一般会計歳入・歳出決算の内訳

諸収入
8185万円

分担金及び負担金
1億1082万円

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金
1億1917万円

歳入
80億245
万円

歳出
78億2535
万円

繰越金
3億1800万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金

1億3600万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金

1億3600万円

地方消費税交付金
9240万円

地方消費税交付金
9240万円

義務的経費
30億8821万円
義務的経費
30億8821万円

投資的経費
9億2622万円
投資的経費
9億2622万円

その他経費
38億1092万円
その他経費
38億1092万円

人件費
9億7732万円
人件費

9億7732万円

扶助費
4億4287万円
扶助費

4億4287万円

公債費
16億6802万円
公債費

16億6802万円

普通建設事業費
8億5792万円
普通建設事業費
8億5792万円

災害復旧事業費
6830万円

災害復旧事業費
6830万円

物件費
11億4707万円
物件費

11億4707万円

維持補修費
2262万円

補助費
9億7422万円
補助費

9億7422万円

積立金
8億7376万円
積立金

8億7376万円

繰出金
7億9325万円
繰出金

7億9325万円

自主財源
13億891万円
自主財源

13億891万円

依存財源
66億9354万円
依存財源

66億9354万円

町税
7億6224万円

町税
7億6224万円

地方交付税
48億5878万円
地方交付税
48億5878万円

国・県支出金
11億3629万円
国・県支出金
11億3629万円

町債
4億8690万円

町債
4億8690万円
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平
成
23
年
度　

決
算
の
審
査

実質公債費比率は9.1％に
経
常
収
支
比
率
は
県
内
で

最
も
低
い
73
・
4
％

主な財政指標 （単位：万円）

項　　目 平成21年度 平成22年度 平成23年度

地方債現在高
（借金残高） 100億3271 86億2469 75億5859

積立金残高
（貯金残高） 24億1738 34億873 40億4120

経常収支比率
（町のエンゲル係数） 82.8% 75.40% 73.4%

財政力指数 0.19% 0.18% 0.18%

実質公債費比率
（借金返済費の割合） 16.5% 12.80% 9.1%

※エンゲル係数…家計の消費支出に占める飲食費のパーセント。
　　　　　　　　エンゲル係数の値が高いほど生活水準は低いとされる。

一般会計・特別会計 （単位：万円）

会　計　別 歳　入 歳　出 差　引
一 般 会 計 　80億245 78億2535 1億7710
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 16億1082 15億7314 3768
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億3885 1億3695 190
老 人 保 健 特 別 会 計 ― ― ―
介 護 保 険 特 別 会 計 14億6674 14億4641 2033
浅川公共下水道事業特別会計 8731 8647 84
海部公共下水道事業特別会計 1億3164 1億2526 638
宍喰公共下水道事業特別会計 1億2907 1億2340 567
神野農業集落排水事業特別会計 1018 1000 18
川西農業集落排水事業特別会計 4458 4423 35
日比原農業集落排水事業特別会計 1044 908 136
漁業集落排水事業特別会計 2463 2402 61
川西簡易水道事業特別会計 2200 725 1475
海部簡易水道事業特別会計 7059 6998 61
中里簡易水道事業特別会計 451 213 238
川上簡易水道事業特別会計 1893 185 1708
鉄道経営安定基金特別会計 4089 4089 0
宍 喰 診 療 所 事 業 会 計 1億7132 1億5017 2115

歳
入
80
億
２
４
５
万
円

歳
出
78
億
２
５
３
５
万
円

差
引
残
額
１
億
７
７
０
９
万
円
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平
成
23
年
度　

決
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の
審
査

　

平
成
23
年
度
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
上
水
道
・
海
南
病
院
会
計

が
あ
り
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
た
。

平成23年度上水道事業会計

事業収入	 １億３５５４万円（－363万円 対前年度）
事業費用	 １億　９６３万円（＋227万円 対前年度）
23年度純利益	　　２５９１万円

当
年
度
末
現
在
の
月

平
均
給
水
件
数
は

４
１
９
２
件
、
月
平
均
給

水
量
は
８
万
７
４
３
０

㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
年
度
の
純
利
益
は

２
５
９
１
万
８
８
６
３
円
と

黒
字
で
あ
り
、

自
己
資
本
構
成

比
率
は
全
国
平

均
の
64
・
86
％

を
上
回
り
69
・

04
％
と
安
定
的

に
運
営
さ
れ
て

決
算
の
結
果
、
約

２
４
４
５
万
円

の
赤
字
、
累
積
で
は

２
億
４
２
５
７
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
要
因
は
、
入

院
・
外
来
患
者
数
の
減

少
で
、
特
に
入
院
病
床

利
用
率
が
90
％
を
大
き

く
割
り
込
み
、
75
％
と

な
っ
た
こ
と
が
、
経
営

悪
化
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
に
町
民
の
最

終
医
療
と
い
う
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
、
今
後

の
運
営
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
は
安
定
！
更
な
る
耐
震
津
波
対
策
を
!!

平成23年度海南病院事業会計

事業収入	 ５億５６９４万円（－5140万円 対前年度）
事業費用	 ５億８１３９万円（－4736万円 対前年度）
23年度純損失	　　２４４５万円

経
営
悪
化
は
深
刻
だ
が
、
最
終
地
域
医
療
の

要
と
し
て
の
役
割
は
大
き
い

水道配水管工事

海南病院リハビリテーション科

い
ま
す
。　
　

　

防
災
面
か
ら
も
、
本
年
、

国
が
示
し
た
津
波
浸
水
予
想

図
を
基
に
、
災
害
時
に
も
安

定
的
な
給
水
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
よ
り
一
層
の
耐
震
津

波
対
策
を
望
み
ま
す
。
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陳
情
・
要
望　
・　
議
会
の
う
ご
き

５
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

議
会
全
員
協
議
会

19
日　

第
２
回
臨
時
会

20
日　

県
議
長
会
本
部
役
員
会
（
徳
島

市
）

27
日　

県
議
長
会
理
事
会
・
研
修
会（
徳

島
市
）

９
日　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
（
高
知
県
田
野
町
）

10
日　

徳
島
県
町
村
会
行
政
課
題
研
究

会
（
徳
島
市
）

10
日　

議
員
公
務
災
害
臨
時
会
（
徳
島

市
）

７　
月

８　
月

・
愛
宕
山
、
八
幡
神
社
（
宍

喰
地
区
）
避
難
所
の
整
備

等
に
対
す
る
要
望
書

・
さ
ば
所
（
海
南
地
区
）
の

避
難
道
の
整
備
に
つ
い
て

の
陳
情
書 

議
会
で
は
審
議
の
結
果
、
異
議
な
く
採
択
し
ま
し
た
。

陳
情
・
要
望

３
日　

議
会
全
員
協
議
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

10
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　

総
務
常
任
委
員
会

13
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

20
日
・
21
日　

国
土
交
通
省
へ
陳
情

24
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

27
日　

四
国
四
県
町
村
長
議
長
大
会（
松

山
市
）

28
日　

四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
（
阿
南
市
）

７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

議
会
の
う
ご
き

９　
月
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第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

大
地
震
・
津
波
に
備
え
、
毛
布
、
水
、
ラ

イ
ト
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
簡
易
ト
イ

レ
等
を
備
蓄
す
る
た
め
の
倉
庫
を
４
カ
所
設

置
す
る
予
定
で
す
。

夜
間
の
避
難
所

ま
で
の
目
印

と
な
り
、
避
難
所
に

お
け
る
明
か
り
の
確

保
が
で
き
ま
す
。
電

源
は
太
陽
光
パ
ネ
ル

か
ら
の
電
力
に
よ
り

作
動
し
ま
す
。

６
月
の
子
ど
も
あ
ゆ
み
条
例
制
定
に
伴

い
、
幼
児
を
対
象
に
英
語
教
育
や
防

災
教
育
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

英
語
教
育
の
対
象
は
３
・
４
・
５
歳
児

で
町
内
の
幼
保
施
設
に
指
導
者
を
派
遣
し
、

週
１
回
30
分
程
度
の
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

将
来
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
優
れ
、
英
語
も
堪

能
で
あ
る
と
誇
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
人
件
費

85
万
３
０
０
０
円
（
講
師
１
名
）
、
教
材

等
購
入
費
50
万
円
で
す
。

　

防
災
教
育
は
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象

に
行
う
こ
と
が
決
定
し
、
食
糧
費
２
万
円

と
機
材
借
上
料
26
万
円
で
す
。
「
東
日

本
大
震
災
で
の
釜
石
の
奇
跡
」
の
よ
う

に
、
学
校
で
の
防
災
教
育
を
徹
底
し
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で
一
緒
に
話
し
合

い
、
率
先
避
難

を
し
た
お
か
で

げ
で
子
ど
も
た

ち
は
当
然
の
こ

と
、
保
護
者
や

学
校
関
係
者
は

殆
ど
が
無
事
で

し
た
。
町
の
未

来
の
た
め
に
必

要
な
予
算
で
す
。

宍
喰
八
幡
神
社
と
浄
福
寺
な
ど
、
５
カ
所
予
定
。

当
初
６
０
０
０
万
円
の
予
算
に
、
地
区
か
ら
の

要
望
に
対
応
す
る
た
め
１
０
０
０
万
円
追
加
し
ま
す
。

幼
児
英
語
教
育
＆

小
学
生
防
災
教
育

避
難
所
の
備
蓄
倉
庫

設
置
に
３
０
０
万
円

避
難
所
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

６
カ
所
、
５
２
０
万
円

津
波
避
難
路

６
０
０
０
万
円
の
予
算

に
１
０
０
０
万
円
追
加

子どもあゆみ条例　町の未来のために…

津　波　対　策　に

防災避難訓練（2011.12 まぜのおか）

浄福寺避難路

備蓄倉庫

LED太陽光照明

宍喰八幡神社避難路
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第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

平
成
３
年
に
設

置
し
た
海
陽

中
学
校
体
育
館
に
あ

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
。
電
動
巻
き
上
げ

式
で
７
月
に
片
方
の

モ
ー
タ
ー
が
故
障
、
動

か
な
く
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
補
正
予
算
で

電
動
モ
ー
タ
ー
を
取

り
替
え
ま
す
。

老
朽
化
に
よ
り
、

破
損
し
て
い

る
部
分
を
修
繕
し
ま

す
。☆

フ
ァ
ブ
リ
ダ
ム

と
は
…

　

ゴ
ム
引
布
製
の

チ
ュ
ー
ブ
で
、
空

気
や
水
を
注
入
・

排
出
す
る
こ
と
で
、

起
伏
さ
せ
る
堰せ
き

。

鞆
奥
漁
港
消

波
ブ
ロ
ッ

ク
積
増
事
業
費

６
０
０
０
万
円
の

う
ち
、
14
％
を
海
陽

町
が
負
担
し
ま
す
。

摩
耗
し
た

ロ
ー
ラ
ー

や
ジ
ョ
イ
ン
ト
板

を
取
り
替
え
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全

に
安
心
し
て
遊
べ

る
よ
う
修
繕
し
ま

す
。

バスケットゴール
修繕75万円

伊勢田川ファブリダム
修繕200万円

県営鞆奥漁港改修事業
負担金840万円

蛇王運動公園ローラー
滑り台修繕216万円

海陽中学校バスケットゴール

ローラー滑り台
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歳　入 ９月補正 補正後 構成
比率

町 税 0 6億7,617万2千円 9.1

地方譲与税 0 6,980万円 0.9

利子割交付金 0 290万円 0.0

配当割交付金 0 260万円 0.0
株式等譲渡
所得割交付金 0 55万円 0.0
地方消費税
交 付 金 0 8,790万円 1.2
自動車取得税
交 付 金 0 1,530万円 0.2

地方特例交付金 0 190万円 0.0

地方交付税 ▲8,767万1千円 37億452万6千円 49.6
交通安全対策
特別交付金 0 140万円 0.0

分担金・負担金 117万6千円 9,625万6千円 1.3

使用料・手数料 0 5,175万4千円 0.7

国庫支出金 0 4億6,686万5千円 6.2

県支出金 2,214万5千円 4億2,494万1千円 5.7

財産収入 0 4,257万4千円 0.6

寄 附 金 100万円 1,280万円 0.2

繰 入 金 163万3千円 10億697万1千円 13.5

繰 越 金 0 1,000万円 0.1

諸 収 入 424万7千円 7,133万円 1.0

町 債 1億6,990万円 7億2,550万円 9.7

合 計 1億1,243万円 74億7,203万9千円 100.0

９月補正予算後の歳入歳出予算

一
般
会
計
予
算
の
状
況

　

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
10
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
13
議
案
が
提
出
さ
れ

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
13
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
24
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
７
月
19
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

第
３
回
定
例
会

第
２
回
臨
時
会

条
例
関
係

承
認
関
係

・　

暴
力
団
排
除
条
例

・　

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
振
興
基
金
条
例

・　

防
災
対
策
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・　

防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・　

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て	

	
	

・　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）	

１
億
１
２
４
３
万
円

⬆

・　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

３
９
４
３
万
円

⬆

・　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）	

１
５
４
３
万
円

⬆

・　

平
成
24
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

	

人
事
異
動
に
よ
る
予
算
振
替

・　

平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）	

人
事
異
動
に
よ
る
予
算
振
替

・　

平
成
24
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

９
８
３
万
円

⬆

・　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）	

８
５
７
１
万
円

⬆
⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

予
算
関
係

歳　出 ９月補正 補正後 構成
比率

議会費 0 7,937万5千円 1.1

総務費 ▲819万2千円 8億226万円 10.7

民生費 ▲296万円 16億528万8千円 21.5

衛生費 881万円 5億4,637万2千円 7.3

農林水産業費 2,978万8千円 5億492万3千円 6.7

商工費 226万9千円 1億180万4千円 1.4

土木費 4,474万円 7億3,769万6千円 9.9

消防費 2,699万1千円 4億6,915万6千円 6.3

教育費 517万1千円 5億5,637万2千円 7.4

災害復旧費 481万3千円 1,724万9千円 0.2

公債費 0 10億2,289万8千円 13.7

諸支出金 100万円 10億1,591万円 13.6

予備費 0 1,273万6千円 0.2

合 計 1億1,243万円 74億7,203万9千円 100.0
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行

政

報

告
　

経
常
収
支
比
率
は
県
下
で
一
番
低
い

　

８
月
29
日
、
国
の
地
方
防

災
会
議
か
ら
、
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震

で
、
死
者
最
大
32
万
人
以

上
と
い
う
推
定
が
公
表
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
地
震
後

10
分
以
内
に
全
員
が
避
難

を
始
め
、
建
物
を
耐
震
化

１
０
０
％
に
し
た
場
合
、
そ

の
８
割
程
度
は
無
事
で
あ
る

と
の
こ
と
。

　

今
回
の
公
表
は
、
揺
れ
や

津
波
に
よ
る
人
的
被
害
と
建

物
被
害
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
必
ず
起
こ
る
火
災
等
は

想
定
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

政
府
に
よ
る
と
、
そ
の
公
表

は
秋
頃
に
す
る
よ
う
で
あ

る
。

　

現
状
で
は
地
震
の
予
知
は

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
実

験
が
出
来
ず
、
実
証
が
困
難

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
町
で

整
備
を
進
め
て
い
る
地
震
津

波
基
盤
整
備
シ
ス
テ
ム
等

に
よ
っ
て
迅
速
に
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
対
応
を
す
れ

ば
、
あ
る
程
度
の
判
断
を
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
地
震
学
の
崩
壊
と
い

う
題
目
で
テ
レ
ビ
で
も
放
送

さ
れ
た
が
、
科
学
に
は
限
界

が
あ
る
。
今
回
の
公
表
を
過

度
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い

が
、
適
度
に
正
し
く
恐
れ
、

冷
静
・
真
摯
に
受
け
止
め
、

大
い
に
参
考
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

岩
手
県
釜
石
中
学
校
の
生

徒
は
臨
機
応
変
な
対
応
を
し

た
。
避
難
場
所
を
次
々
に
変

え
、
高
台
へ
と
逃
げ
た
。
そ

し
て
小
学
生
も
一
緒
に
連
れ

て
逃
げ
た
。
普
段
の
心
が

け
、
備
え
が
た
く
さ
ん
の
人

を
救
っ
た
と
言
え
る
結
果
で

あ
る
。

　

三
陸
地
域
で
徒
歩
で
逃
げ

た
場
合
、
何
メ
ー
ト
ル
あ
っ

た
か
と
い
う
調
査
の
結
果
、

約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
本
町
で
基
準
に

し
た
場
合
、
半
径
５
０
０

メ
ー
ト
ル
は
、
ど
れ
だ
け
の

避
難
場
所
・
高
台
、
ま
た
耐

震
化
さ
れ
た
も
の
は
あ
る
の

か
明
示
せ
よ
と
指
示
し
て
い

る
。
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
整
備
を
進

め
る
方
向
で
あ
る
。

　

段
々
と
避
難
場
所
整
備
等

の
要
望
が
あ
る
。
総
合
的
、

客
観
的
に
判
断
し
、
方
向
を

出
す
。

　

昨
年
度
の
一
般
会
計
の
監

査
結
果
で
、
経
常
収
支
比
率

は
県
下
で
一
番
低
い
73
％
。

公
債
費
比
率
も
９
％
で
、
県

下
で
中
盤
程
度
。

　

今
回
の
経
費
の
削
減
、
切

る
だ
け
が
能
で
は
な
い
。
一

例
、
税
務
課
の
職
員
の
徴
収

努
力
。
多
く
の
職
員
の
刻
苦

勉
励
。
汗
を
か
い
た
結
果
で

あ
る
。

　

少
々
の
基
金
は
積
ん
だ

が
、
起
債
残
高
が
残
っ
て
い

る
。
制
度
上
返
済
で
き
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。

　

６
月
「
子
ど
も
あ
ゆ
み
条

例
」
を
つ
く
り
、
中
学
校
卒

業
ま
で
医
療
費
無
料
化
を
ス

タ
ー
ト
。
ま
た
保
育
所
・
幼

稚
園
で
は
、
英
語
教
育
、
防

災
教
育
を
進
め
た
い
。
我
田

引
水
で
は
な
い
、
客
観
的
で

個
性
あ
る
発
想
を
期
待
し
て

い
る
。

　

第
一
次
産
業
の
振
興
も
条

例
を
制
定
し
て
４
年
目
に

入
っ
て
い
る
。内
外
の
環
境
、

諸
条
件
か
ら
、
こ
こ
１
、２

年
が
生
き
残
り
を
か
け
る
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
か
。
土
台
を
築
き
た
い
。

　

８
月
９
日
、
10
日
に
三
重

県
伊
賀
の
里
に
委
員
、
企
業

等
が
調
査
研
究
に
行
っ
た
。

南
部
県
民
局
の
方
も
、
今
ま

で
に
な
い
積
極
的
な
姿
勢
が

伺
え
、
農
業
の
母
体
で
あ
る

農
協
も
「
や
り
ま
す
」
と
い

う
返
事
で
あ
る
。
企
業
も
可

能
な
限
り
支
援
す
る
と
言
っ

て
く
れ
た
。
た
だ
、
要
は
生

産
者
。「
リ
ス
ク
も
覚
悟
で

や
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る
生

産
者
の
方
に
期
待
し
て
い

る
。

　

宍
喰
地
区
の
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
８
月
27
日
に
地
域

の
議
員
の
意
見
を
聞
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
会
を
開
い

た
。
本
年
を
含
め
、
３
年
以

内
に
統
合
す
る
方
向
で
結
論

を
集
約
し
て
い
る
。
１
年
で

も
早
く
結
果
を
出
し
た
い
。

町
長
　
五
軒
家
　
憲
次喜寿代表の西山君代さん（2012.10.14）
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町
民
税
は
、
前
年
分
の

所
得
で
計
算
さ
れ
る
た
め
、

解
雇
や
倒
産
な
ど
で
急
に
現

在
の
所
得
が
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
そ
の
支
払
い
の
た
め

に
生
活
の
維
持
が
困
難
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
人
へ
の
町

民
税
の
軽
減
措
置
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
あ
る
な
ら
前
年

度
の
該
当
者
は
何
人
い
た
の

か
。

　
　
横
税
務
課
長

　

地
方
税
法
並
び
に
海
陽
町

税
条
例
に
お
い
て
も
町
民
税

を
減
免
す
る
規
定
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
減

免
の
規
定
を
適
用
す
る
前
に
、

納
税
者
へ
の
対
応
と
し
て
、

納
税
相
談
に
よ
り
徴
収
猶
予
、

納
付
期
限
の
延
長
等
を
行
い
、

で
き
る
だ
け
全
て
の
方
に
納

税
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
、
合
併
後
に
お

問答

一

般

質

問

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

失業者に対し、町民税の減免をしては？

原付のご当地ナンバーを
導入してみれば？

〈町長〉 今の町条例で対応できる

〈町長〉 総合的・客観的に判断

い
て
は
減
免
の
該
当
者
は
い

な
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
で
は
平

成
22
年
度
よ
り
、
職
を
失
っ

た
も
の
が
安
心
し
て
医
療
に

か
か
れ
る
よ
う
に
、
「
非
自

発
的
失
業
者
に
か
か
る
保
険

料
の
軽
減
措
置
」
を
設
け
て

い
る
。
海
陽
町
で
適
応
者
は

何
人
い
た
の
か
。

　
　
奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

平
成
22
年
度
は
45
件
、
23

年
度
は
58
件
。

　
　
町
民
税
も
国
保
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
。
条
例
で
も
町
長
が

必
要
と
認
め
れ
ば
減
免
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ

る
。
ま
た
、
税
目
に
よ
り
内

容
が
異
な
る
。
今
の
町
条
例

で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
原
動
付
自

転
車
は
、
海

陽
町
で
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を

交
付
し
て
い
る
。

現
在
の
交
付
枚

数
は
何
枚
あ
っ

て
、
一
枚
作
る

の
に
ど
の
く
ら

い
の
コ
ス
ト

が
掛
か
る
の
か
。

ま
た
、
年
間
約

何
台
の
新
規
登

録
が
あ
る
の
か
。

　
　
税
務
課
長

　

交
付
枚
数
は
全
体
で

１
０
４
３
台
分
。
（
50
c
c

以
下
・
９
２
４
台
、
50
ｃ
ｃ

超
え
90
ｃ
ｃ
以
下
・
78
台
、

90
ｃ
ｃ
超
え
・
36
台
、
ミ
ニ

カ
ー
・
５
台
）

　

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
１
枚

あ
た
り
２
７
８
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

新
規
の
登
録
台
数
に
つ
い

て
は
、
過
去
３
年
で
年
平
均

43
台
の
新
規
登
録
が
あ
る
。

　
　
自
治
体
が
交
付
す
る
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
市
区

町
村
で
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
独

自
の
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
海
陽

町
も
、
そ
の
ご
当
地
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
入
れ
て

み
れ
ば
、
観
光
振
興
や
知
名

度
の
向
上
も
見
込
め
、
夜
間

走
行
に
も
安
全
な
よ
う
に
反

射
シ
ー
ト
加
工
な
ど
も
す
れ

ば
、
事
故
を
抑
制
す
る
効
果

も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
デ

ザ
イ
ン
を
公
募
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
内
外
か
ら
見
た
海

陽
町
の
イ
メ
ー
ジ
、
特
色
、

特
産
な
ど
を
知
る
良
い
機
会

に
も
な
る
と
思
う
。
町
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
町
長

　

総
合
的
・
客
観
的
に
収
支

を
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

年
間
50
台
程
度
で
は
、
価
値

が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
。

徳島市のご当地ナンバー

海陽町のナンバー

問

問

問

答

答

答

答

問
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い
る
。
本
町
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
、
何
人
配
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
十
分
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
福
井
教
育
長

　

基
本
的
に
は
町
内
の
１
つ
の

学
校
を
拠
点
校
と
し
、
そ
こ
に

１
名
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置

さ
れ
、
各
学
校
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
必
要
性
が
生
じ
た
と
き

に
相
談
す
る
形
態
を
と
っ
て
い

る
。
海
陽
町
に
は
２
名
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

（
１
名
は
地
元
の
臨
床
心
理
士
、

も
う
１
名
は
地
元
の
学
校
の
校

長
経
験
者
）
適
切
な
助
言
や
援

助
等
、
的
確
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
保
護
者
の
間
で
は
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
す
る

認
知
度
に
差
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
の
対
策
は
。

　
　
教
育
長

　

全
体
に
十
分
周
知
徹
底
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今

後
、
全
保
護
者
に
向
け
て
広
報

し
て
い
き
た
い
。

スクールカウンセラーは
十分活用されているのか

〈教育長〉 必要性が生じた時に相談

11

一

般

質

問

下水道整備計画時と現在の実情に
相違が生じているが、今後の方針は？

〈上下水道課長〉 見直しを行っていく
　
　

徳
島
県
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
は
、
10
年
連
続
で
全
国

最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
本
町

の
公
共
下
水
道
工
事
は
、
向
こ

う
何
年
ま
で
の
計
画
か
。
ま
た
、

現
在
の
進
捗
率
は
い
く
ら
か
。

　
　
佐
藤
上
下
水
道
課
長

　

宍
喰
処
理
区
が
最
終
で
、
平

成
31
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
進
捗
率
に
つ
い
て
は
管

路
延
長
で
は
、
浅
川
・
海
部
・

宍
喰
処
理
地
区
全
体
で
72
％
の

進
捗
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
総
合
計
画
の
中
で
、
土
地

利
用
状
況
や
人
口
の
動
向
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
整
備
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。
当
初
の
計
画
時
と
現

在
の
実
情
に
相
違
が
生
じ
て
い

る
と
思
う
が
、
見
直
し
を
含
め

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
上
下
水
道
課
長

　

整
備
の
最
終
段
階
で
は
、
人

口
減
少
な
ど
当
初
か
ら
年
数
が

経
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
非

効
率
エ
リ
ア
は
最
終
局
面
に
お

い
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大

き
い
地
震
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の

浮
上
現
象
な
ど
、
液
状
化
に
よ

る
下
水
道
施
設
の
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
現
状
の
施
設
の
液

状
化
対
策
は
十
分
な
の
か
。

　
　
上
下
水
道
課
長

　

海
岸
・
河
川
近
辺
の
平
野
部

で
は
液
状
化
の
懸
念
が
あ
る
。

マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
に
つ
い
て
は
、

埋
め
戻
し
土
の
入
念
な
転
圧
、

不
良
土
に
つ
い
て
は
良
質
土
置

き
換
え
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
重
量

化
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

　
　
液
状
化
に
対
す
る
マ
ン
ホ

ー
ル
の
浮
上
被
害
を
有
効
に
防

ぐ
対
策
と
し
て
、
重
量
化
工
法

の
他
に
、
過
剰
間
隙
水
圧
消
散

工
法
が
あ
る
。
先
の
大
震
災
で

も
被
害
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

工
事
が
容
易
で
施
工
費
が
安
価

で
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
減
災
と
い
う

観
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
工
法

を
新
設
・
既
設
を
問
わ
ず
採
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
上
下
水
道
課
長

　

今
後
の
施
工
に
お
い
て
、
地

下
水
の
高
い
エ
リ
ア
が
部
分

的
に
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、

東
北
大
震
災
を
受
け
て
、
新
し

い
技
術
の
情
報
を
得
る
と
と
も

に
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
後
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
下

水
道
機
能
を
、
被
災
後
で
も
速

や
か
に
維
持
、
回
復
し
て
い
く

と
い
っ
た
観
点
で
捉
え
た
場
合
、

上
水
道
を
含
め
た
下
水
道
施
設

に
対
す
る
減
災
と
は
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

防
災
・
減
災
を
問
わ
ず
、
即

対
応
で
き
る
よ
う
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
は
可
能
な
限
り
、
早
く
や
ら

小
山
　
　
慎
　
議
員

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

信
念
は
持
っ
て
い
る
。

　
　

近
年
、
い
じ
め
な

ど
の
問
題
行
動
が
増
加

す
る
中
、
悩
み
を
抱
え

て
い
る
児
童
生
徒
や
、

そ
の
保
護
者
に
対
す
る

助
言
・
援
助
を
行
う
心

の
専
門
家
と
し
て
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
全
国
で
配
置
さ
れ
て

問問

問問

問

問

答答

答

答 答

下水道工事

答答

問
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委

員

長

報

告

み
、
経
営
努
力
も
必
要
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
池
下
　
嘉
郎

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
長
岡
秀
一
郎

立
基
金
40
億
４
１
２
０
万
円

南
病
院
に
新
任
医
師

　

９
月
12
日
開
会
。
宍
喰
・

浅
川
か
ら
避
難
路
整
備
等
に

つ
い
て
要
望
書
・
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
て
い
た
現
場
を
巡

視
し
た
。

　

平
成
23
年
度
普
通
会

計
決
算
額
、
歳
入
総
額

80
億
３
９
０
３
万
円
、
歳
出

総
額
78
億
６
１
９
３
万
円
、

地
方
債
残
高
75
億
５
８
５
９

万
円
、
積
立
基
金
残
高
40
億

４
１
２
０
万
円
で
あ
り
、
経

常
収
支
比
率
は
県
市
町
村
で

は
一
番
低
い
73
・
４
％
。
実

質
公
債
費
比
率
９
・
１
％
で
、

前
年
よ
り
３
・
７
ポ
イ
ン
ト

改
善
さ
れ
て
い
る
。
行
政
が

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
、
頑

張
っ
た
成
果
で
あ
る
。

　

上
水
道
、
海
南
病
院
を

除
く
特
別
会
計
の
平
成
23

年
度
は
黒
字
で
あ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
が

６
億
１
５
４
０
万
円
で
あ

る
。
委
員
か
ら
、
繰
入
金
は

大
き
く
、
独
立
採
算
制
に
鑑

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
３
常
任
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
９
月
10
日
、
11
日
、
12
日
に
開

催
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
主
な
も
の
は
、
海

陽
町
暴
力
団
排
除
条
例
。
海

部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
振
興
基

金
と
し
て
、
前
多
田
副
町
長

の
ご
遺
族
か
ら
の
寄
付
金
を

積
み
立
て
る
条
例
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
歳
入
で
は
、
鉄
道
経

営
安
定
基
金
へ
の
積
立
に
係

　

９
月
10
日
開
会
。
町
内
３

カ
所
の
小
学
校
を
訪
問
し
、

防
災
教
育
、
い
じ
め
問
題
に

つ
い
て
、
学
校
長
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事

業
勘
定
、
施
設
勘
定
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
海
南
病

院
事
業
会
計
で
あ
る
。
病
院

事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
収

益
が
平
成
22
年
、
23
年
と
減

少
し
て
お
り
、
平
成
23
年
は

２
４
４
５
万
円
の
赤
字
決
算

と
な
り
、
起
債
の
償
還
を
考

え
る
と
、
こ
こ
数
年
苦
し
い

経
営
状
況
が
続
く
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

海
陽
町
災
害
弔
慰
金
の
支

給
対
象
を
拡
大
す
る
条
例
の

改
正
。

　

平
成
24
年
海
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
関
し
て
、
町

る
過
疎
債
ソ
フ
ト
分
の
発
行

な
ど
。
歳
出
は
消
防
費
の
津

波
避
難
路
工
事
費
の
追
加
で

あ
る
。

　

付
託
さ
れ
て
い
た
要
望

書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
審
議

し
、
宍
喰
・
浅
川
の
津
波
避

難
路
整
備
等
は
採
択
し
、
弁

護
士
会
、
世
界
平
和
連
合
徳

島
連
合
会
の
２
件
は
継
続
審

議
と
し
た
。

　

以
上
、
所
管
の
全
て
の
案

件
に
つ
い
て
了
承
し
、
閉
会

し
た
。

積

海
さば所（浅川）避難路
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委

員

長

報

告

委
員
長
　
髙
畠
　
武
夫

二
葉
保
育
園
裏
避
難
路

補
修
１
７
５
０
万
円

　

９
月
11
日
開
会
。
竹
ヶ
島

橋
・
二
葉
保
育
園
を
巡
視
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
産

業
観
光
課
所
管
の
主
な
も
の

は
、
農
林
振
興
費
で
「
と
く

し
ま
明
日
の
農
林
水
産
業
づ

く
り
事
業
」１
８
９
万
円
は
、

就
農
・
農
地
集
積
等
支
援
事

業
と
し
て
、
有
機
質
肥
料
散

布
機
械
整
備
の
補
助
金
で
あ

る
。
委
員
か
ら
、
散
布
機
械

の
運
営
方
式
・
管
理
者
を
決

め
、
早
急
に
対
応
を
し
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

建
設
課
所
管
の
主
な
も
の

で
は
、
農
地
費
工
事
請
負
費

２
９
５
万
円
は
、
神
野
前
地

区
農
道
舗
装
工
事
と
、
県
単

独
伊
勢
田
川
フ
ァ
ブ
リ
ダ
ム

産
業
建
設
常
任
委
員
会

内
幼
保
施
設
に
指
導
員
を

派
遣
し
、
英
語
教
育
実
施
に

１
３
５
万
円
。
町
内
小
学
校

を
対
象
と
す
る
防
災
教
育
機

材
借
り
上
げ
費
26
万
円
。

　

那
佐
、
宍
喰
斎
場
の
修
繕

費
36
万
円
。

　

宍
喰
小
学
校
多
目
的
ホ
ー

ル
修
繕
費
42
万
円
。

　

海
陽
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

機
器
修
繕
費
75
万
円
。

　

海
南
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
９
８
３
万
円
は
、
新
た

な
医
師
受
入
に
伴
う
給
料
等

で
あ
る
。

　

以
上
、
提
出
さ
れ
た
議
案

は
全
て
承
認
し
た
。

修
繕
費
で
あ
る
。

　

道
路
維
持
費
工
事
請
負
費

１
６
０
０
万
円
は
、
伊
勢
田

地
区
の
町
道
浅
川
大
山
線

で
、
生
活
・
迂
回
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
未
改

良
区
が
１
・
６
㎞
あ
り
、
舗

装
の
損
傷
が
著
し
く
危
険
な

箇
所
が
あ
る
た
め
、
計
画
的

に
安
全
対
策
と
舗
装
を
実
施

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

　

砂
防
費
工
事
費
請
負
費

１
７
５
０
万
円
は
、
７
月
22

日
の
集
中
豪
雨
で
、
二
葉
保

育
園
の
上
の
斜
面
が
崩
れ
、

避
難
路
・
防
災
計
画
の
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
防
護
策
の

一
部
が
被
災
し
、
今
後
さ
ら

に
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
た

め
、
早
急
に
対
応
し
た
い
と

宍喰小学校

二葉保育園

の
こ
と
で
あ
る
。

　

大
型
機
械
借
り
上
げ
料
と

し
て
、
農
地
費
で
50
万
円
、

農
林
水
産
業
施
設
復
旧
費
で

２
０
０
万
円
、
公
共
土
木
災

害
復
旧
費
で
１
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
の
は
、
６
月

の
台
風
や
梅
雨
以
降
の
大
雨

に
よ
り
、
不
測
の
予
算
を
要

し
、
今
後
に
備
え
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。審
議
の
結
果
、

所
管
の
議
案
に
つ
い
て
は
承

認
す
る
こ
と
と
し
た
。



　年間 10 回程度作品展を開催（アスティとくしま、よん
でんエネルギープラザ阿南、海南文化村他）
　クラブ開設 15 年目、クラブ員 32 名（阿南から室戸市）、
平均年齢 68 歳。
　作品集 “ 花いっぱいのしあわせ Vol. Ⅲを来春発行予定。

　春夏秋冬、自然に恵まれているので、
野の花等、押し花材料に事欠かない。

　長年、三幸館ギャラリーを利用させていただいていま
すが、文化村の各施設を含めて、もっと多くの方にご来
館いただける様、ご検討よろしくお願いいたします。

　議会の取り組みの様子がよく分かるので、毎回楽しみにしています。
☆10月１日～ 11月30日まで、三幸館ギャラリーにて押し花展を開催中なので、是非ご高覧くださいませ。

活動内容を教えてください。

海陽町のいいところは？
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海陽町に対する要望はありますか？

議会だよりを読んでいますか？

押し花アートクラブ薔薇

海陽町議会だより　vol.26

研修旅行（東京・国会議事堂前）

みんなで楽しく

アスティとくしま 三幸館ギャラリー（文化村）

　

今
年
の
夏
は
雨
が
よ
く
降
り
、
ト
マ
ト
も
ナ

ス
も
実
が
さ
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
延

期
・
中
止
に
な
っ
た
り
な
ど
、
身
近
な
事
柄
か

ら
尖
閣
諸
島
や
竹
島
な
ど
、
私
た
ち
の
主
権
に

か
か
わ
る
問
題
で
も
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
こ

れ
が
き
っ
か
け
で
戦
後
60
年
続
け
て
き
た
、
事

な
か
れ
主
義
外
交
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な

「
風
」
を
感
じ
ま
す
。

 　

ま
た
今
後
の
政
局
次
第
で
は
憲
法
改
正
案
か

ら
金
融
対
策
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
変
化
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
極
め
て
海

陽
町
が
主
体
的
に
考
え
、
我
々
に
と
っ
て
一
番

安
心
で
安
全
で
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
、
議
会
だ
よ
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？
「
読
者
目
線
で
」
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。
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お元気な88歳の岡田さん


